
 

 

①人が倒
たお

れていたら・・反応
はんのう

を確認
かくにん

しよう！ 

●倒
たお

れている人(傷
しょう

病者
びょうしゃ

)のいる場所の安全を確認
かくにん

して 

近づき、倒
たお

れている人(傷
しょう

病者
びょうしゃ

)の肩
かた

をやさしくたたき 

ながら大声で名前を呼
よ

んだり「わかりますか」 などと 

呼
よ

びかけます。 

（※先生か大人を呼
よ

んで助けてもらいましょう！） 

●呼
よ

びかけても目を開けなかったり返事がないときは 

反応
はんのう

がないと判断
はんだん

します。 

●反応
はんのう

があれば相手の話をよく聞いて、必要な応急
おうきゅう

手 

当を行います。 

②１１９番通報
つうほう

と協力を呼
よ

びかけよう！ 

●倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）の反応
はんのう

がない場合は、大声 

でさけび協力を呼
よ

びかけ、協力者にすぐ救急車を 

呼
よ

んでもらい、ＡＥＤを持って来てもらうようにします。 

③普段
ふだ ん

どおりの息（呼吸
こきゅう

）がなかったら 

●倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）の胸とおなかを見て、動き 

が見られない場合や、普段
ふ だ ん

どおりの動きでない場合は、 

すぐに胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

から心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

を始めます。 

●心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

とは？ 「胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

」と「人工
じんこう

呼吸
こきゅう

」を行うこ 

とで、停止した呼吸
こきゅう

と心臓
しんぞう

から全身に血液
けつえき

を送り出す 

働きを助けることです。 

④胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

 

●圧迫
あっぱく

する位置は、胸骨
きょうこつ

の下半分の位置です。 

（目安は、胸
むね

の真ん中です） 

●この位置に手の付け根を置き、その上にもう一方の手 

を重ね、成人では、胸
むね

が少なくとも５ｃｍ沈み込むよう 

に圧迫
あっぱく

します。 

●圧迫
あっぱく

する速さは１分間に少なくとも１００回のテンポで 

圧迫
あっぱく

します。 

●できる限り中断せずに３０回連続して絶え間なく行います。 

 
 

 

⑤人工
じんこう

呼吸
こきゅう

 

●３０回の胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

が終わったら、口対口人工呼吸
こきゅう

に 

より息を吹
ふ

き込
こ

みます。 

●人差し指と中指をあごの先に当てて、もう片方
かたほう

の手 

を額
ひたい

に当てます。 

●あご先を持ち上げるようにしながら額
ひたい

を静に後に 

押し下げて、頭を後ろに反らせ、空気の通り道をつく 

ります （気道
き ど う

確保
か く ほ

）。 

●額
ひたい

を押さえている手の親指と人差し指で鼻をつま 

みます。 

●大きく口を開けて倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）の口を覆
おお

い、 

胸
むね

が軽く上がる程度
て い ど

に、１秒かけて息を吹
ふ

き込
こ

みます。 

●吹
ふ

き込
こ

み終わったら口を離
はな

して、倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

） 

の息が自然に出るのを待ち、もう一度息を吹
ふ

き込
こ

みます。 

⑥心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

（胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

と人工
じんこう

呼吸
こきゅう

を繰り返す） 

●胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

３０回と人工
じんこう

呼吸
こきゅう

２回の組み合わせを繰
く

り 

返し行います。 

●ほかに手伝ってくれる人がいる場合は、1人が胸骨
きょうこつ

 

圧迫
あっぱく

、もう 1人が人工
じんこう

呼吸
こきゅう

を担当
たんとう

します。 

 胸骨
きょうこつ

圧迫
あっぱく

はとても体力を使うので、１～２分で交代 

してください。 

⑦反応
はんのう

はないが、普段
ふ だ ん

どおりの息（呼吸
こきゅう

） 

があるときは （回復
かいふく

体位
た い い

） 

●倒
たお

れている（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）の体を横に向かせ、吐
は

いた物 

が自然に流れ出るようにします。 

●両ひじを曲げあごを軽く突
つ

き出すようにして、上に 

なった手に顔を乗
の

せ、姿勢
し せ い

を安定させるために上に 

なった足のひざを約９０度に曲げ、前に出します。 

 

 

 

応急
お う き ゅ う

手当はどんなことをするの？ 

 

 

 

 

～救命
きゅうめい

に必要
ひつよう

な応
おう

急手当
きゅうてあて

を学ぼう～ 



 

 

 

 

①ＡＥＤの電源
でんげん

を入れます 

●ＡＥＤを倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）のそばに置きます。 

●ＡＥＤの電源
でんげん

を入れ倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）の衣服
い ふ く

 

を開きます。 

②パッドをはり付けます 

●電極
でんきょく

バッドを、電極
でんきょく

パッドに描
えが

かれている絵のと 

おりに、肌
はだ

に直接
ちょくせつ

はり付けます。このとき、電極
でんきょく

 

パッドと肌
はだ

との間にすき間ができないように、しっか 

りとはり付けます。 

③電気ショックをします 

●ＡＥＤが自動的に解析
かいせき

を行い、音声メッセージに 

より倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）に触
さわ

らないように指 

示があるので、だれも触
さわ

っていないことを確認
かくにん

します。 

●解析
かいせき

の結果、電気ショックが必要な場合は音声 

メッセージにより「ショックが必要です。ショックボタンを 

押
お

してください」と指示があり、ショックボタンが点滅
てんめつ

します。 

●だれも倒れている人(傷
しょう

病者
びょうしゃ

)に触
さわ

っていないことを確認
かくにん

 

 してから、ショックボタンを押
お

します。 

④心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

とＡＥＤを繰
く

り返します 

●電気ショックを実施
じ っ し

した後、速
すみ

やかに心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

を行います。 

２分経過
け い か

すると再
ふたた

び自動的に解析
かいせき

を始めるので音声メッ 

セージに従
したが

ってください。 

⑤ＡＥＤを使うときの注意点 

●解析
かいせき

と電気ショックを行うときは、心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

を中止し、倒
たお

れている人（傷
しょう

病者
びょうしゃ

）に一切触
さわ

ってはいけません。 

●ＡＥＤは、年齢
ねんれい

に関係なく使用できますが、おおよそ６歳
さい

までには小児用
しょうによう

バッドを使用します。 

●身体がぬれている場合は、胸部
きょうぶ

全体を乾
かわ

いた布
ぬの

などで水分を拭
ふ

き取ります。 

●皮膚
ひ ふ

の下に心臓
しんぞう

ペースメーカーや除細動器
じ ょ さ い ど う き

が植込
う え こ

まれている場合（左又
また

は右の鎖骨下
さ こ つ か

に膨
ふくら

らみがある 

場合）は、そこを避
さ

けて電極
でんきょく

パッドをはります。 

●湿布
し っ ぷ

などがあった場合は、湿布
し っ ぷ

をはがし、薬剤
やくざい

をふき取ってから電極
でんきょく

をはります。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応急
おうきゅう

手当はなぜ重要
じゅうよう

なの？                    

 

～応急
おうきゅう

手当の重要性
じゅうようせい

を考えよう！～ 

 

私たちは、いつ、どこで、突然
とつぜん

のけがや病気におそわれるかわかりません。        

そんなときに、家や学校でできる手当のことを応急
おうきゅう

手当といいます。           

プールでおぼれた人や、スポーツの最中
さいちゅう

などに心臓
し んぞ う

や呼吸
こ き ゅ う

が止まってしまった人に対し 

て、そばに居
い

合わせた人が応急
おうきゅう

手当を行うことによって命を救うことにつながります。 

救急車が到着
とうちゃく

するまではどうしても時間がかかります。命を救うためには応急
おうきゅう

手当が大 

切です。 

いざというときに、大切な命を救うためにも、応急
おうきゅう

手当の知識
ち し き

を身につけておきましょう。 

 

   
 

ＡＥＤが届
とど

いたら ＡＥＤの使い方  

北見
き た み

地区
ち く

消防
しょうぼう

組合
くみあい

消防
しょうぼう

本部
ほ ん ぶ

 

 

 

少少年年・・少少女女ののたためめのの応応急急
おうきゅう

手手当当  

人が倒
たお

れていたらどうする？ 

お問
とい

合
あわ

せ：TEL（０１５７－２５－１５１８） 

（北見
き た み

地区
ち く

消防
しょうぼう

組合
くみあい

消防
しょうぼう

本部
ほ ん ぶ

 警防課
けいぼうか

 救 急
きゅうきゅう

担当
たんとう

） 

 

協力 財団
ざいだん

法人
ほうじん

日本
に ほ ん

防火
ぼ う か

協会
きょうかい

 


